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十
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号

町民のくらしを ささえる町民のくらしを ささえる

【第１回定例会】　　　　　 町政を問う 一般質問
●佐藤英司　空き家を作り出さない対策について
●中村隆浩　地域計画の策定と今後の計画推進について
●浮田孝雄　行政サービス執行時の予算の組立て方について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ほか６件

令和７年度新年度予算を可決

●1 議会だ よ り



令和７年　令和７年　第１回定例会第１回定例会
　第１回定例会は３月４日に招集され、会期を 18 日までの 15 日間として開会しました。
　諸般の報告、行政報告、教育行政報告ののち、町政執行方針、教育行政執行方針が行われ、
一般質問は３名の議員が計９件の質問を行いました。
　付議事件は、令和６年度各会計補正予算８件、条例の一部改正６件、組合規約の変更１件、
協定の締結１件、人事案１件、会議案２件、意見書案１件を慎重に審議し、いずれも原案
のとおり可決しました。
　なお、令和７年度各会計予算は、予算審査特別委員会に付託され審査を行い、委員会の
議決のとおり原案可決しました。

●
由
仁
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
及

び
由
仁
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関

係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の

公
布
に
よ
り
、
引
用
す
る
条

項
に
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
の

改
正
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
公
布
及
び
職
員

の
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
を

暦
年
か
ら
年
度
に
改
め
る
た

め
の
改
正
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
適
用
す
る
職
員
の
給
料
表

及
び
扶
養
手
当
等
を
改
め
る

た
め
の
改
正
。

●
由
仁
町
健
康
元
気
づ
く
り

館
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

由
仁
町
健
康
元
気
づ
く
り

館
の
冷
暖
房
設
備
工
事
完
了

に
と
も
な
い
、
冷
暖
房
設
備

の
通
年
使
用
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
冬
期
間
以
外

に
公
共
施
設
の
冷
暖
房
施
設

を
使
用
し
た
場
合
の
使
用
料

を
設
定
す
る
た
め
の
改
正
。

●
由
仁
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
令
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な

う
改
正
。

●
由
仁
町
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

水
道
法
施
行
令
及
び
水
道

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

と
も
な
う
改
正
。

●
南
空
知
葬
斎
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

南
空
知
葬
斎
組
合
の
事
務

所
の
位
置
に
変
更
が
生
じ
る

こ
と
で
、
組
合
の
規
約
を
変

更
。

●
岩
見
沢
市
と
の
定
住
自
立

圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向

け
て
、
岩
見
沢
市
と
協
定
を

締
結
。

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

青
山
利
幸
氏
（
川
端
）
の

選
任
に
同
意
。

●
由
仁
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

  

「
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関

係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
引
用
す
る
条
項
に
ず

れ
な
ど
が
生
じ
る
た
め
の
改

正
。

●
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

に
つ
い
て

　

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
事
項
に
つ
い
て
承
認
。

●
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
次
期
基
本
計
画
及
び

酪
肉
近
の
改
訂
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

　

右
記
の
意
見
書
を
採
択

し
、
衆
参
両
議
院
及
び
関
係

省
庁
へ
提
出
。

〈
条
例
の
一
部
改
正
〉

〈
組
合
規
約
の
変
更
〉

〈
協
定
の
締
結
〉

〈
人
事
案
〉

〈
意
見
書
案
〉

〈
会
議
案
〉

●2議会だより



令和７年度予算を可決
一般会計・特別会計・企業会計予算総額
9,538,753千円（前年度比5.9％増）

（単位：千円）

会　　計　　名 令和６年度
当　　　初

令和７年度
当　　　初 比　較 伸率(％)

一 般 会 計 5,239,177 5,901,701 662,524 12.6

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 889,995 870,081 △19,914 △2.2

介 護 保 険 会 計 793,206 723,938 △69,268 △8.7

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 116,005 120,064 4,059 3.5

診 療 所 会 計 591,938 592,155 217 0.0

介 護 老 人 保 健 施 設 会 計 137,335 146,104 8,769 6.4

企

業

会

計

水 道 事 業 会 計 773,847 728,771 △45,076 △5.8

収 益 的 支 出 506,817 511,830 5,013 1.0

資 本 的 支 出 267,030 216,941 △50,089 △18.8

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 466,964 455,939 △11,025 △2.4

収 益 的 支 出 323,993 350,179 26,186 8.1

資 本 的 支 出 142,971 105,760 △37,211 △26.0

合 計 9,008,467 9,538,753 530,286 5.9

　　　●空き店舗等活用支援事業
　　　●除雪機械の購入
　　　●北栄団地６号棟建替工事
　　　●公共施設の照明器具のＬＥＤ化

令和７年度の主な新規事業等
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詳しい日程は、ホームページでお知らせします。

議会を傍聴しませんか ?
　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて
開かれます。
　事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は６月に開かれる予定です。
詳しい日程は、ホームページでお知らせします。

（単位：千円）
令和６年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

令和６年度補正予算を可決

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５，６４７，８０５ ９，０３８ ５，６５６，８４３

物価高騰対応重点支援地方創生臨時事業費の増額
事業費などの確定にともなう予算整理

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計
８８７，２６６ △６，６８６ ８８０，５８０

保険給付費および保健事業費の減額

介 護 保 険 会 計
８４７，９２５ △１４２，４１６ ７０５，５０９

保険給付費の減額
事業費確定にともなう負担金や交付金、繰入金の減額

後期高齢者医療会計
１１７，２４９ △１２８ １１７，１２１

電算システム借上料、繰入金の減額

診 療 所 会 計
５７０，１７１ △７，９６２ ５６２，２０９

一般会計繰入金および地方債の減額
人件費などの予算整理

介護老人保健施設会計
１２６，８３２ △２，４９５ １２４，３３７

人件費などの予算整理
サービス収入および一般会計繰入金などの減額

企業
会計

水 道 事 業 会 計
７７４，２２７ △５７，５２７ ７１６，７００

事業費などの確定にともなう予算整理

農業集落排水事業会計
４６７，３３５ △５，９０８ ４６１，４２７

事業費などの確定にともなう予算整理

●4議会だより



佐
藤
議
員

　

当
町
は
、
第
２
次
由
仁
町
空
き
家

対
策
計
画
で
空
き
家
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
空
き
家
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
空
き

家
を
新
た
に
作
り
出
さ
な
い
取
組
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
に
適
正
管
理
を
促

す
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
ほ
か
、
悪
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家

が
あ
れ
ば
、
所
有
者
に
連
絡
し
、
適

切
な
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
有
者
に
賃
貸
や
売
買
の

意
思
が
あ
る
場
合
に
は
、
由
仁
町
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
を
促
す
な
ど
の
対
策

は
し
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
を
作
り

出
さ
な
い
取
組
は
、
実
施
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

空
き
家
に
な
る
住
宅
は
賃
貸
住
宅

を
除
き
、
自
分
自
身
の
財
産
で
す
。

自
ら
が
管
理
、
処
分
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
民
生
委
員
へ
の
相
談
や

社
会
福
祉
協
議
会
が
受
け
つ
け
て
い

る
心
配
ご
と
相
談
、
無
料
法
律
相
談

を
紹
介
す
る
な
ど
の
対
応
も
行
っ
て

い
ま
す
。

佐
藤
議
員
（
再
質
問
）

　

空
き
家
に
は
物
が
あ
る
、
個
人
の

物
だ
か
ら
動
か
せ
な
い
と
聞
こ
え
ま

し
た
が
、
空
き
家
予
備
群
（
独
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
）
に
対
し
て
意
識

啓
発
、
意
向
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁

　

ま
ず
は
終
活
を
き
ち
ん
と
進
め
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
育
委
員

会
で
実
施
し
て
い
る
ア
カ
デ
メ
イ
ア
・

ユ
ニ
で
も
終
活
の
こ
と
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
福
祉

だ
よ
り
」
の
裏
面
で
心
配
ご
と
相
談
に

つ
い
て
周
知
も
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
制
度
を
利
用
し
て
将
来
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
議
員

　

各
市
町
村
に
対
し
て
地
域
計
画
の

策
定
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
10
年
後
の
地
域
農
業

の
設
計
図
で
す
。
今
後
の
農
地
の
出

し
手
と
受
け
手
の
状
況
、
個
人
経
営

や
法
人
経
営
、
現
状
維
持
と
規
模
拡

大
の
考
え
や
労
働
力
、
設
備
投
資
な

ど
、
こ
の
地
域
計
画
を
ど
の
よ
う
に

活
用
推
進
し
て
い
く
の
か
う
か
が
い

ま
す
。

町
長
答
弁

　

農
地
の
売
買
、
貸
借
の
方
法
が
原

則
農
地
バ
ン
ク
を
経
由
す
る
な
ど
制

度
が
変
わ
り
ま
す
。
地
域
の
農
業
者

や
農
地
所
有
者
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
、
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
計
画
は
一
度
つ
く
っ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
策
定
後
も
随
時
更
新

し
な
が
ら
精
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
地
域
の
関
係
者
が
話

し
合
い
、
課
題
を
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

中
村
議
員
（
再
質
問
）

　

農
業
者
か
ら
は
、
「
規
模
拡
大
や

農
地
を
集
積
し
た
い
が
近
隣
の
農
地

が
売
買
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
地
域
計
画
は
毎
年
更
新
が
可

能
な
の
か
」
「
地
域
計
画
を
活
用
し

協
議
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

農
地
の
集
積
、
集
約
化
な
ど
の
実
現

に
よ
り
、
農
作
業
の
手
間
や
時
間
な

ど
生
産
コ
ス
ト
の
軽
減
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
向
け

て
、
担
い
手
や
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

町
長
答
弁

　

地
域
で
の
活
発
な
議
論
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
の
地
域
計
画

は
、
農
地
の
問
題
が
絡
ん
で
き
ま
す

の
で
、
若
い
農
業
者
の
方
が
大
き
な

声
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
年
配

の
方
々
に
は
、
若
い
農
業
者
の
背
中

を
押
し
て
ほ
し
い
。
情
報
共
有
を
重

ね
、
よ
り
い
っ
そ
う
意
識
を
変
え
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

佐藤議員佐藤議員

一般
質問空

き
家
を
作
り
出
さ
な

い
対
策
に
つ
い
て

Ｑ 

空
き
家
を
新
た
に
作
り
出
さ

な
い
取
組
は
し
て
い
る
か

Ａ 

実
施
し
て
い
な
い
の
が
現
状

中村議員中村議員

地
域
計
画
の
策
定
と
今
後

の
計
画
推
進
に
つ
い
て

Ｑ 

地
域
計
画
を
ど
の
よ
う
に
活

用
推
進
す
る
か

Ａ 

随
時
更
新
し
な
が
ら
精
度
を

高
め
て
い
く

●5 議会だ よ り



浮
田
議
員

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
執
行
時
の
予
算
を

組
み
立
て
る
と
き
に
勘
案
す
る
こ
と

は
、
費
用
対
効
果
で
す
。

　

行
政
評
価
法
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
費

用
対
効
果
・
費
用
の
便
益
を
頭
に
お

き
、
行
政
事
業
経
費
に
つ
い
て
審
査

し
ま
す
。

　

各
課
へ
予
算
計
上
時
に
ど
の
よ
う

な
指
示
を
し
て
い
る
の
か
う
か
が
い

ま
す
。

町
長
答
弁

　

予
算
編
成
方
針
を
策
定
し
、
全
課

に
周
知
徹
底
を
図
り
、
基
本
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

か
け
た
費
用
よ
り
利
益
が
出
れ
ば
費

用
対
効
果
が
高
く
、
利
益
が
少
な
け
れ

ば
費
用
対
効
果
が
低
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
見
る
と
当
町
で
費
用

対
効
果
が
高
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
法
に
つ
い
て
は
、
各
自

治
体
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
町
で
は
、
平
成
13
年
度
に
早

期
健
全
化
団
体
へ
の
転
落
が
危
ぶ
ま

れ
て
か
ら
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
17

年
間
、
事
務
事
業
評
価
制
度
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　
か
け
た
行
政
費
用
に
対
し
て
の
効
果

は
、
行
政
と
町
民
の
評
価
に
開
き
が
あ

り
ま
す
。
費
用
の
便
益
分
析
は
数
値
で

す
の
で
、
町
民
は
理
解
を
、
行
政
も
説

明
が
し
や
す
い
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
町
政
懇
談
会
が
開
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
町
民
の
声
は
大
事
で

す
。
町
政
懇
談
会
が
で
き
な
け
れ

ば
、
区
長
さ
ん
を
通
し
て
町
民
の
声

を
聞
く
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

町
長
答
弁

　

検
証
で
は
、
当
町
の
事
務
事
業
で

費
用
対
効
果
が
１
に
な
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

政
策
の
良
し
悪
し
は
町
民
の
満
足

度
で
す
。

　

私
は
事
務
事
業
評
価
を
と
お
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
町
民
の
み

な
さ
ん
の
満
足
度
に
つ
い
て
１
年
ま

た
は
複
数
年
検
証
し
、
事
業
継
続
に

つ
い
て
考
え
、
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

町
政
懇
談
会
は
、
行
政
が
や
り
ま

す
と
言
う
と
、
区
長
さ
ん
が
人
を
集

め
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
見
直
し
ま
し
た
。
必
要
と
さ
れ
れ

ば
自
治
区
に
う
か
が
っ
て
耳
を
傾
け

る
と
い
う
事
を
区
長
さ
ん
に
伝
え
て

い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

各
課
か
ら
便
益
分
析
で
数
字
を
出

し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

町
長
答
弁

　

便
益
の
分
を
貨
幣
価
値
に
換
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
出
せ
ま

せ
ん
。

浮
田
議
員

　

令
和
７
年
度
総
事
業
費
に
対
す
る

当
町
の
自
主
財
源
の
割
合
は
何
％
か

う
か
が
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

令
和
７
年
度
由
仁
町
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
59
億
１
７
０
万
１
千
円

で
す
。
町
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担

金
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
財
産

収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越

金
、
諸
収
入
が
、
自
主
的
に
収
入
し

得
る
自
主
財
源
に
当
た
り
、
合
計
は

13
億
２
，
５
１
７
万
９
千
円
、
自
主

財
源
の
予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
は

22
・
５
％
で
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

当
町
の
財
政
力
指
数
は
0.2
で
す
。

財
源
を
増
や
す
た
め
の
条
件
の
１
つ

に
人
口
の
増
加
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
む
ず
か
し
い
課
題
で
す
。

　

地
方
自
治
の
自
立
に
つ
い
て
考
え

を
う
か
が
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

か
つ
て
は
「
３
割
自
治
」
と
地
方

自
治
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
主
財
源

が
少
な
い
自
治
体
は
地
方
交
付
税
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
積
算
の
根
拠
と

な
る
１
つ
が
「
人
口
数
」
で
す
。

　

小
さ
な
町
で
も
日
本
国
民
と
し
て

平
等
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
地
方
交
付
税
自
体
を
見
直
し
、

制
度
自
体
も
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

直
近
の
問
題
で
「
財
源
」
を
ど
う
す

る
か
が
あ
り
ま
す
。
財
源
に
は
人
口
問

題
、
税
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
基
本
は
「
入
る
を
量
り
て
出
ず

る
を
制
す
る
」
で
す
。
事
務
事
業
を
見

直
し
、
町
政
執
行
を
進
め
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
令
和
７

年
度
総
事
業
費
の
財
政

割
合
に
つ
い
て

Ｑ 
自
主
財
源
の
割
合
は

Ａ 
22
・
5
％

浮田議員浮田議員

行
政
サ
ー
ビ
ス
執
行
時

の
予
算
の
組
立
て
方
に

つ
い
て

Ｑ 

予
算
計
上
時
、
ど
う
指
示
し

て
い
る
か

Ａ 

予
算
編
成
方
針
を
周
知
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浮
田
議
員

　

北
海
道
で
財
政
力
指
数
が
0.6
を
超

え
る
市
町
村
は
６
つ
か
７
つ
で
、
ト

ッ
プ
は
泊
村
の
1.7
で
す
。
空
知
は
0.1

ク
ラ
ス
が
半
分
で
す
。
当
町
の
財
政

力
は
町
民
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
が
っ
か
り
し
な
い
よ
う
な

行
政
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

浮
田
議
員

　

当
町
の
医
療
機
関
の
有
り
よ
う
は

昭
和
20
年
に
由
仁
村
立
病
院
と
し
て

建
設
が
行
わ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

　

医
療
機
関
は
町
民
に
と
っ
て
大
事

な
機
関
で
す
。
病
院
か
ら
診
療
所
へ

の
移
行
の
な
か
で
医
師
に
よ
る
独
自

の
医
療
体
制
が
組
ま
れ
、
町
民
お
よ

び
他
市
町
村
民
に
も
力
い
っ
ぱ
い
の

医
療
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

次
世
代
の
た
め
に
今
一
度
、
総
合

的
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
・
医
療
設
備
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
う

か
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
実
態
を
推
し

量
る
た
め
、
直
近
の
「
国
保
加
入
者

の
町
内
外
別
医
療
機
関
受
診
者
数
」

の
資
料
提
出
を
求
め
ま
す
。

町
長
答
弁

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
は
た

い
へ
ん
重
要
で
す
。
町
民
全
体
へ
の
公

平
な
医
療
提
供
の
た
め
、
診
療
所
が
果

た
す
役
割
は
救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算

部
門
を
維
持
し
、
在
宅
医
療
を
継
続
・

強
化
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

現
在
、
一
般
会
計
か
ら
診
療
所
へ

繰
り
出
し
を
し
て
い
ま
す
が
、
単
独

で
不
採
算
だ
か
ら
と
い
っ
て
町
民
に

価
値
の
あ
る
医
療
を
な
く
す
わ
け
に

い
き
ま
せ
ん
。
費
用
対
効
果
が
低
く

て
も
、
診
療
所
で
し
か
提
供
で
き
な

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
が
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に

つ
い
て
、
従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ

な
い
活
用
方
法
を
検
討
し
、
人
材
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

住
民
課
長
説
明

　

平
成
27
年
度
に
提
出
し
た
資
料
と
比

較
で
き
る
よ
う
整
理
し
ま
し
た
。
直
近

で
は
診
療
件
数
・
日
数
・
点
数
と
も
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
点

は
、
表
の
な
か
の
診
療
点
数
が
町
立
診

療
所
の
み
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

診
療
報
酬
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

※
国
保
加
入
者
に
か
か
る
も
の

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

診
療
所
経
営
に
関
す
る
強
化
プ
ラ

ン
は
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

　

町
立
病
院
が
累
積
債
務
を
脱
却
し

て
か
ら
は
つ
く
っ
て
い
ま
せ
ん
。

浮
田
議
員

　

将
来
的
に
診
療
所
か
ら
病
院
へ
の

切
り
替
え
が
可
能
に
な
る
医
療
行
政

を
願
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

小
学
生
は
３
段
階
、
中
学
生
は
５

段
階
に
通
知
表
へ
学
力
評
価
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
教
科
の
理
解
度
、
倫

理
・
道
徳
な
ど
の
理
解
度
に
よ
り
評

価
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

卒
業
時
ま
で
に
格
差
が
ど
の
く
ら
い

解
消
さ
れ
る
の
か
う
か
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
格
差

解
消
の
指
導
は
あ
る
の
か
。

　

当
町
は
格
差
解
消
の
策
を
考
え
て

い
る
の
か
う
か
が
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け

る
、
そ
ん
な
15
歳
を
育
て
る
こ
と
が
由
仁

町
の
教
育
方
針
で
す
。
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
が
教
育
委
員
会
の
役
割
で
す
。

　

個
人
の
通
知
表
の
成
績
は
、
指
導

要
領
な
ど
を
学
校
内
で
引
き
継
ぎ
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
評
価
視
点
は
、
定
め
ら
れ

た
目
標
に
到
達
し
た
か
を
測
る
絶
対

評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
見
な
ど

も
重
要
で
す
の
で
通
知
表
だ
け
で
学

力
の
全
て
と
見
る
も
の
で
は
な
く
、

格
差
が
解
消
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
も
の
で
も
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
格
差
解
消
に
つ

い
て
の
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
向
け
、
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

配
置
、
中
学
生
の
放
課
後
講
習
・
検

定
料
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

由
仁
町
立
診
療
所
に
お

け
る
財
政
の
「
費
用
対

効
果
」
に
つ
い
て

Ｑ 

診
療
所
の
考
え
方
は

Ａ 

価
値
あ
る
医
療
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
人
材
の
確
保
に
努

め
る

教
育
委
員
会
の
義
務
教

育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
「
費
用
対
効
果
」
の
評

価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Ｑ 

格
差
に
つ
い
て
う
か
が
う

Ａ 
学
力
向
上
に
向
け
て
、
様
々

な
取
組
を
実
施
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浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

子
ど
も
の
将
来
、
こ
れ
は
す
ご
く

大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
格
差
が
あ
り
、
内
申
書

の
な
か
で
、
こ
の
子
は
学
力
１
、
２

程
度
と
、
こ
う
い
う
内
申
書
を
書
き

続
け
る
と
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
よ

ろ
し
い
で
す
か
。

教
育
長
答
弁

　

通
知
表
は
到
達
目
標
に
ど
こ
ま
で

到
達
で
き
た
か
を
示
す
も
の
で
、
学

習
目
標
の
設
定
・
学
習
方
法
を
考
え

る
・
家
庭
学
習
の
勉
励
な
ど
、
こ
れ

ら
の
目
標
に
近
づ
く
た
め
の
羅
針
盤

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
内
部
的
評
価
の
側
面
が
あ

り
、
そ
の
評
価
を
も
っ
て
格
差
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

学
力
格
差
と
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
で
子
ど
も
た
ち
が
獲
得
す
る
学

力
に
差
が
つ
く
こ
と
で
す
。
成
績
表

の
数
値
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
学

力
格
差
に
入
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
絶
対
評
価
で
す
か
ら
、
先
生
に

よ
っ
て
は
全
員
４
と
か
、
全
員
３
と

か
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
評
価
に
対
し
教
育
委
員
会

と
し
て
通
知
表
に
口
を
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

あ
く
ま
で
も
成
績
の
評
価
権
は
先

生
・
学
校
に
あ
り
ま
す
。
成
績
の
評

価
に
対
す
る
行
政
の
介
入
は
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

成
績
評
価
に
つ
い
て
は
先
生
が
や

る
か
ら
行
政
と
し
て
口
出
し
で
き
な

い
と
、
そ
の
よ
う
な
考
え
で
教
育
行

政
に
関
す
る
費
用
対
効
果
の
議
論
が

で
き
ま
す
か
。

　

例
を
あ
げ
る
と
４
、
５
年
前
に
奈

井
江
町
で
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
対
象
の
公
設
塾
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
放
課
後
か
ら
５
時
ま
で
学
習

を
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
令
和
７

年
度
か
ら
は
中
学
生
を
対
象
に
放
課

後
か
ら
７
時
ま
で
塾
を
新
規
事
業
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
成
績

評
価
の
格
差
を
縮
め
た
い
と
い
う
意

気
込
み
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

も
う
１
例
、
２
、
３
年
前
に
中
学

卒
業
時
の
義
務
教
育
の
理
解
度
が
低

い
と
い
う
こ
と
で
、
北
海
道
教
育
委

員
会
が
千
歳
と
野
幌
の
高
校
に
算

数
、
国
語
、
理
科
の
３
教
科
に
つ
い

て
、
義
務
教
育
時
代
に
吸
収
で
き
な

か
っ
た
部
分
を
補
習
す
る
と
い
う
事

業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

本
来
、
義
務
教
育
課
程
で
修
了
す

べ
き
事
が
未
理
解
の
ま
ま
高
校
に
進

学
し
た
た
め
に
起
き
た
事
業
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
成
績
評
価
の
格
差
を
な

く
す
べ
き
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
行
政
と
し
て
効
果
の
あ
る
仕
組
、

事
業
を
す
べ
き
で
す
。

教
育
長
答
弁

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
あ
げ
る
こ

と
は
、
当
然
教
育
委
員
会
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
設
塾
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
昨

年
度
か
ら
試
行
的
に
中
学
生
に
対
す

る
放
課
後
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
５
年
生
、
６
年
生

に
対
し
て
英
語
教
員
免
許
を
持
っ
た

先
生
が
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も

た
ち
が
希
望
す
る
高
校
や
大
学
に
入

学
し
て
ほ
し
い
の
で
、
学
力
の
向

上
・
教
育
の
効
果
を
高
め
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

当
町
で
実
施
し
て
い
る
予
防
接
種

の
料
金
に
対
す
る
町
民
へ
の
助
成
要

件
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
周
知
の
方
法
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

当
町
で
は
、
今
年
度
22
種
類
の
感

染
症
に
対
す
る
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
集
団
で
の
予
防
を
目
的

と
す
る
感
染
症
と
し
て
「
Ａ
類
疾

病
」
に
区
分
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の

ワ
ク
チ
ン
は
全
額
助
成
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
予
防
に
重
点
を
お

い
て
い
る
「
Ｂ
類
疾
病
」
に
区
分
さ

れ
る
高
齢
者
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
生
涯
に
１
度
き
り
の
も
の

は
75
％
、
毎
年
接
種
が
必
要
な
も
の

は
35
％
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
も
の
は
80
％
を
そ
れ
ぞ
れ

上
限
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
予
防
接
種
や
定
期
接
種
の
対
象
外

の
年
齢
の
方
は
任
意
で
の
接
種
と
な

り
、
費
用
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
で

す
。

　

帯
状
疱
疹
や
お
た
ふ
く
な
ど
の
一

部
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
、
町
独

自
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。　

　

接
種
が
生
涯
に
１
度
き
り
で
必
ず

接
種
し
て
ほ
し
い
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
全
額
助
成
を
行
い
、
そ
れ
以
外

は
60
％
を
上
限
と
し
て
助
成
を
し
て

い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長
説
明

　

予
防
接
種
に
関
す
る
町
民
へ
の
周

知
は
、
定
期
予
防
接
種
の
「
Ａ
類
疾

病
」
に
つ
い
て
は
個
人
に
通
知
し
、

「
Ｂ
類
疾
病
」
に
つ
い
て
は
広
報
や

予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
含
む
）
の
町
民

へ
の
割
引
料
金
の
有
り

よ
う
に
つ
い
て

Ｑ 

助
成
要
件
に
つ
い
て

Ａ 

Ａ
類
疾
病
は
全
額
助
成
、
Ｂ

類
疾
病
な
ど
は
負
担
が
あ
る
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公
衆
衛
生
の
確
保
に
つ

い
て

Ｑ 

送
迎
バ
ス
の
利
用
者
に
つ
い

て
う
か
が
う

Ａ 

お
風
呂
の
設
備
の
な
い
旧
公

営
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
な

ど
が
対
象

ポ
ス
タ
ー
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

任
意
接
種
に
つ
い
て
も
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

ユ
ン
ニ
の
湯
へ
の
送
迎
バ
ス
の
利

用
者
、
ま
た
停
留
所
の
設
定
基
準
を

う
か
が
い
ま
す
。

　

今
後
、
ひ
と
り
世
帯
の
増
加
に
よ

り
利
用
率
が
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
町
民
も
喜
ん
で
い
ま

す
。

町
長
答
弁

　

現
在
実
施
し
て
い
る
ユ
ン
ニ
の

湯
へ
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、
由
仁

地
区
・
三
川
地
区
か
ら
公
衆
浴
場
が

な
く
な
り
、
公
衆
衛
生
上
の
観
点
か

ら
、
お
風
呂
の
設
備
の
な
い
旧
公
営

住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
入
浴
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

停
留
所
に
関
し
て
は
、
三
川
駅
を

始
発
点
と
し
、
ひ
の
で
団
地
、
あ
け

ぼ
の
団
地
、
北
栄
団
地
を
経
由
し
、

ぽ
っ
ぽ
館
を
最
終
の
停
留
所
と
し
て

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
全
て
の
公
営
住
宅
に
入
浴

環
境
が
整
え
ら
れ
た
あ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
の
か
、

廃
止
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
費
用
負

担
も
含
め
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

浮
田
議
員

　

昭
和
30
年
代
か
ら
由
仁
町
の
公
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
時
代
は
風
呂
の
設
備
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

旧
公
営
住
宅
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
に
、
た
い
へ
ん
重
宝
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
旧
公
営
住
宅
が
風
呂
の

設
備
の
あ
る
新
公
営
住
宅
に
切
り
替

わ
っ
た
と
き
、
こ
の
事
業
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
ま
し

た
。

　

「
公
衆
浴
場
の
確
保
の
た
め
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
１
条
か

ら
６
条
に
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
お

よ
び
増
進
・
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
べ
し
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
準
じ
た
行
政
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
に
町
民
は
拍

手
を
す
る
で
し
ょ
う
。

浮
田
議
員

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
南
空
知
定
住
自
立
圏
中
心
市
岩

見
沢
市
と
の
締
結
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
ま
え
て
、
当

町
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
う
か
が
い
ま

す
。

町
長
答
弁

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
に
基
づ
き
、
中
長
期
的
な

観
点
で
南
空
知
圏
域
が
目
指
す
将
来

像
と
実
現
の
た
め
に
ま
と
め
た
実
行

計
画
で
す
。

　

岩
見
沢
市
と
由
仁
町
は
、
相
互
に

役
割
を
分
担
し
、
連
携
を
図
る
対
等

な
立
ち
位
置
で
あ
り
、
上
下
関
係
や

従
属
的
な
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

昨
年
の
５
月
、
岩
見
沢
市
議
会
が

中
心
市
岩
見
沢
の
議
決
を
し
ま
し
た

の
で
、
北
空
知
定
住
自
立
圏
中
心
市

の
深
川
市
、
中
空
知
定
住
自
立
圏
中

心
市
の
砂
川
市
に
出
向
き
、
内
容
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
中
心
市
と

し
て
特
別
交
付
税
を
い
た
だ
け
る
の

は
あ
り
が
た
い
が
、
締
結
し
た
市
町

村
か
ら
共
生
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
と

き
、
な
に
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

た
い
へ
ん
困
惑
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
（
物
事
を
決
め
る
決
定
機
関
の

問
題
、
財
源
措
置
の
問
題
、
専
門
部

会
の
問
題
な
ど
に
）

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
取

り
入
れ
て
い
く
の
か
、
た
い
へ
ん
む

ず
か
し
い
課
題
と
考
え
ま
す
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
５
年
ス
パ
ン
で
考

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

町
長
答
弁

　

当
町
と
岩
見
沢
市
と
の
立
ち
位
置

は
対
等
で
す
。
ス
パ
ン
に
つ
い
て
は

理
解
し
か
ね
ま
す
。

南
空
知
定
住
自
立
圏
の

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

てＱ 

当
町
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て

Ａ 

対
等
な
関
係
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　避難所における町民生活の確保及び生活環境の保全を図ることを
目的に、昨年の４月 23日、王子コンテナー株式会社札幌工場と「災
害時における物資供給に関する協定」を締結し、災害時に避難所で
使用できる段ボールベッド、段ボール製間仕切りなどを、また、６
月 26 日には、三和物流サービス株式会社と「災害時におけるレン
タル機材の提供に関する協定」を締結し、避難所で使用できる冷暖
房機、仮設トイレなどを、さらには、本年２月 10 日に、ＮＰＯ法
人コメリ災害対策センターと「災害時における物資供給に関する協
定」を締結し、避難所で使用できる毛布、タオル、飲料水などの供
給を優先的に受けることができるよう協定を締結しました。

　ＬＥＤ化事業の「健康元気づくり館・自由通路照明器具ＬＥＤ化
工事」は、令和６年 12月 20 日に、「文化交流館の照明器具ＬＥＤ
化工事」は、本年１月 31日に完成しました。
　土木事業の「古山第２墓地線道路改築工事」は、令和６年 12 月
20日に完成しました。
　農業集落排水事業の「ヤリキレナイ川改修支障下水道施設布設替
工事」は、本年３月 14 日に完成の予定となっていますが、制御盤
に使用する半導体の納期に遅延が発生し、工事に遅れが生じたこと
から令和７年度へ工事を繰越し、６月 30日に完成する予定です。

　当町の結果は、令和５年度と比べて小学生男子は 2.6 ポイント、
中学生男子は４ポイント上昇しましたが、小学生女子は 0.2 ポイン
ト、中学生女子は１ポイント低下し、体力合計点の全国平均との対
比は、小学生男子は上回っていますが、小学生女子、中学生男女と
もに下回る結果になりました。
　また、朝食の欠食やスマートフォン、ゲーム機等の視聴時間が全
国平均と比べると多い傾向にあります。
　この調査結果をふまえ、学校や家庭と連携しながら体力向上の取
組に努めます。

　由仁中学校卒業予定者 28 名全員が高等学校への進学を希望して
います。国立高校は、苫小牧工業高等専門学校に１名、公立高校は、
管内で統合し新設校となった岩見沢東高校に５名、長沼高校に４名、
岩見沢緑陵高校、栗山高校にそれぞれ３名、岩見沢農業高校に２名、
美唄聖華高校に１名、管外の千歳高校に２名、苫小牧東高校、恵庭
北高校にそれぞれ１名の計 23名が出願しています。
　また、私立高校には、札幌日大高校に２名、とわの森三愛高校、
飛鳥未来高校、北海道文教大学附属高校にそれぞれ１名の計５名が
出願しています。

行政報告（町長）
令和６年度中に締
結した災害時等に関
する協定について

主な工事の進捗状
況について

令和６年度全国体
力・運動能力、運
動習慣等調査結果
について

令和７年３月中学
校卒業予定者の進
路状況について

教育行政報告（教育長）
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第１回臨時会第１回臨時会 令和７年１月17日開会

〈
条
例
の
一
部
改
正
〉

●
由
仁
町
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に

と
も
な
い
、
国
家
公
務
員
に

対
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

改
正
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
こ
れ
に
準
じ
た
改
正
。

●
由
仁
町
長
及
び
副
町
長
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に

と
も
な
い
、
国
家
公
務
員
に

対
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

改
正
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
こ
れ
に
準
じ
た
改
正
。

●
由
仁
町
米
穀
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

（
指
定
管
理
者
）

　

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

（
指
定
管
理
期
間
）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

 

●
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
指
定
管
理
者
）

　

東
武
緑
地
株
式
会
社

（
指
定
管
理
期
間
）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

●
由
仁
町
体
験
農
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
指
定
管
理
者
）

　

東
武
緑
地
株
式
会
社

（
指
定
管
理
期
間
）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

●
由
仁
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

（
指
定
管
理
者
）

　

一
般
社
団
法
人
由
仁
町
観

光
協
会

（
指
定
管
理
期
間
）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

●
伏
見
台
球
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

（
指
定
管
理
者
）

　

東
武
緑
地
株
式
会
社

（
指
定
管
理
期
間
）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

〈
指
定
管
理
者
の
指
定
〉

（単位：千円）
補正予算は、原案のとおり可決しました。

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

５，６２３，００５ ２４，８００ ５，６４７，８０５

議会議員および町長、副町長、教育長の期末手当並びに職員の給
与改定にともなう経費の追加

特
別
会
計

診 療 所 会 計
５６５，０３０ ５，１４１ ５７０，１７１

職員の給与改定にともなう経費の追加

介護老人保健施設会計
１２５，６５５ １，１７７ １２６，８３２

職員の給与改定にともなう経費の追加

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計
７７３，６９４ ５３３ ７７４，２２７

職員の給与改定にともなう経費の追加

農業集落排水事業会計
４６６，８０４ ５３１ ４６７，３３５

職員の給与改定にともなう経費の追加
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春
の
花
が
芽
吹
き
は
じ
め
、

暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。　

　

水
田
地
帯
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
お
米
の
育
苗
作
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
豊
作
で
お
米
不
足
に

な
ら
ず
、
価
格
が
安
定
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
第
１
回
定

例
会
を
終
え
、
令
和
７
年
度
予

算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ま
方
に
満
足
の
い
く

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
慎
重
に
審
議
し
た
内
容

の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
立
ち
上

げ
た
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
も
６
回
目
を
数
え
、
由
仁
町

議
会
議
員
と
し
て
の
あ
る
べ
き

姿
と
真
摯
に
向
き
合
い
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
み
な
さ
ま
方
の
付

託
に
応
え
る
た
め
、
多
く
の
町

民
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
委
員　
野
市　
裕
司

編
集
後
記

編
集
後
記

	

17日　由仁町議会第１回臨時会	 （議場　議員）
17日　議会改革推進特別委員会
	 	 （委員会室　委員）
17日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
30日～31日　空知町村議会議長会第１回定期総会
	 	 （浦臼町、新十津川町　議長）

17日　南空知消防組合議会第１回定例会
	 	 （栗山町　組合議員）
17日　石狩東部広域水道企業団議会第１回定例会
	 	 （恵庭市　組合議員）
20日　議会改革推進特別委員会
	 	 （委員会室　委員）
20日　道央廃棄物処理組合議会第１回定例会
	 	 （長沼町　組合議員）
21日　南空知公衆衛生組合議会第５回定例会
	 	 （長沼町　組合議員）
26日　南空知葬斎組合議会第１回定例会
	 	 （議場　組合議員）
27日　南空知ふるさと市町村圏組合議会第１回定	
	 例会	 （岩見沢市　組合議員）
28日　空知教育センター組合議会第１回定例会
	 	 （滝川市　組合議員）

28日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
28日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
28日　全員協議会	 （委員会室　議員）

３日　四役会議	 （正副議長室　議会四役）
４日～18日　由仁町議会第１回定例会
	 	 （議場　議員）
６日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
６日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
12日　由仁中学校卒業証書授与式
	 	 （由仁中学校　議員）
13日～14日　予算審査特別委員会
	 	 （委員会室　委員）
18日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
19日　由仁小学校卒業証書授与式
	 	 （由仁小学校　議員）
28日　議会改革推進特別委員会
	 	 （委員会室　委員）

８日　由仁小学校入学式	 （由仁小学校　議員）
８日　由仁中学校入学式	 （由仁中学校　議員）

１１月月

２２月月

３３月月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます

議会へ町民のみなさまの声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。

連絡先

４４月月
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